
 

 1 / 2 
 

  

U.S. Indicators ／ 定例経済指標レポート 

  発表日：2022 年 10 月 20 日(木） 

米国 製造業、鉱業が 9 月鉱工業生産を押し上げ 
～製造業ではハイテクの好調のほか、自動車が拡大～ 

第一生命経済研究所 経済調査部 

主任エコノミスト 桂畑 誠治（℡：050-5474-7493） 

 

22 年９月の鉱工業生産は、前月比＋0.4％（８月同▲0.1％）と市場予想の＋0.1％を上回った（22

年４月－22 年８月合計 0.2％ｐ上方修正）。鉱業が前月比＋0.6％（８月同▲0.0％）と増加に転じたほ

か、公益が前月比▲0.3％（同▲3.3％）とマイナス縮を縮小した。また、製造業が前月比＋0.4％（８

月同＋0.4％）と市場予想の同＋0.3％を上回ったうえ、22 年４月－22 年８月合計で 0.2％ｐ上方修正

された。製造業では、ハイテク関連が好調を維持したほか、部品不足問題の緩和で自動車などが拡大

に転じた。 

製造業の業種別の動向をみると、前月比で縮小した業種は、縮小幅の大きい順に、印刷・同サポー

ト（▲1.6％）、その他耐久財（▲1.3％）、紙パ（▲0.9％）、その他製造業（▲0.7％）、繊維（▲

0.4％）、木材製品（▲0.4％）、一次金属（▲0.2％）の７業種と８月の 11 業種から減少した。前年比

では、木材製品、一次金属、繊維、印刷・同サポート、その他製造業の５業種が縮小した。 

一方、前月比で拡大した業種は、拡大幅の大きい順に、アパレル・皮革（＋1.6％）、非鉄（＋

1.4％）、コンピューター・電子（＋1.1％）、石油・石炭製品（＋1.1％）、加工金属（＋1.0％）、自動

車・同部品（＋1.0％）、電気設備・機器・同部品（＋0.9％）、家具・同関連製品（＋0.7％）、航空宇

宙・その他輸送機器幅（＋0.6％）、食品・飲料・タバコ（＋0.6％）、一般機械（＋0.3％）、化学（＋

0.3％）、プラスチック・ゴム（＋0.2％）の 13 業種と８月の９業種から増加した。 

９月の設備稼働率は、生産能力の拡大が続くもと生産の増加によって鉱工業が 80.3％（前月

80.2％）、製造業が 80.0％（前月 79.7％）と上昇した。 

生産活動の基調をみると、３ヶ月移動平均・３ヶ月前対比年率で９月の製造業が＋1.9％

（▲0.8％）とプラスに転じたこともあり、鉱工業生産が＋2.9％（前月＋2.2％）とプラス幅を拡大し

た。一方、四半期では、７－９月期の鉱工業生産が前期比年率＋2.9％と４－６月期の同＋5.2％から

減速し９四半期ぶりに低い伸びとなった。製造業生産が自動車の減速により前期比年率＋1.9％（４－

６月期同＋3.2％）と鈍化したほか、鉱業が前期比年率＋12.4％（同＋15.3％）と小幅減速、公益が同

▲6.5％（同＋2.7％）と減少に転じ、全体を押し下げた。 

 

22 年の製造業生産は、国内需要の拡大、在庫不足等を背景に、拡大モメンタムを維持すると予想さ

れる。ただし、世界的なデジタル化の動きのほか、スマートフォン、ＰＣなどハイテク機器、自動車

などの需要拡大による半導体不足の継続、ウクライナ危機に関連したコスト増加、金融引締めによる

世界経済の減速によって、製造業生産は鈍化傾向を辿る公算が大きい。 

22 年に、製造業が前年比＋3.6％と 21 年の同＋5.7％から鈍化する一方、鉱業が前年比＋8.0％（21

年同＋3.2％）と加速することで、鉱工業生産は前年比＋4.1％と 21 年の＋4.9％から小幅の鈍化にと

どまると予想される。 
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鉱工業生産 設備稼働率 生産能力
製造業 鉱業 公益 ハイテク 除ハイテク 全産業 製造業

(NAICS) 関連 関連 自動車関連 (SIC)

21/09 ▲1.0 (＋3.9) ▲0.7 ▲1.6 ▲1.8 ＋1.1 ▲0.8 ▲6.7 ＋77.4 ＋77.1 ＋0.0

21/10 ＋1.5 (＋4.7) ＋1.7 ＋3.7 ▲2.8 ＋1.5 ＋1.6 ＋10.3 ＋78.6 ＋78.3 ＋0.1

21/11 ＋0.6 (＋5.0) ＋0.5 ＋0.3 ＋1.4 ＋1.2 ＋0.5 ＋1.1 ＋79.0 ＋78.7 ＋0.1

21/12 ▲0.2 (＋3.7) ▲0.1 ＋0.1 ▲1.4 ＋0.1 ▲0.0 ▲0.8 ＋78.7 ＋78.6 ＋0.1

22/01 ＋0.4 (＋2.9) ▲0.3 ▲1.1 ＋7.9 ▲1.3 ▲0.2 ＋0.4 ＋78.9 ＋78.3 ＋0.1

22/02 ＋0.7 (＋6.9) ＋1.2 ▲0.5 ▲0.8 ＋1.6 ＋1.1 ▲3.8 ＋79.4 ＋79.2 ＋0.1

22/03 ＋0.7 (＋4.8) ＋0.7 ＋3.1 ▲4.1 ＋0.6 ＋0.6 ＋9.0 ＋79.8 ＋79.8 ＋0.1

22/04 ＋0.7 (＋5.3) ＋0.4 ＋0.4 ＋3.5 ▲1.4 ＋0.6 ＋2.8 ＋80.2 ＋80.0 ＋0.2

22/05 ▲0.1 (＋4.4) ▲0.4 ＋1.1 ＋0.3 ＋0.2 ▲0.5 ▲1.4 ＋80.0 ＋79.6 ＋0.2

22/06 ▲0.1 (＋3.9) ▲0.6 ＋1.7 ＋0.3 ＋1.3 ▲0.6 ▲1.8 ＋79.8 ＋79.1 ＋0.2

22/07 ＋0.7 (＋3.9) ＋0.6 ＋1.2 ＋0.4 ＋0.2 ＋0.8 ＋3.6 ＋80.3 ＋79.5 ＋0.1

22/08 ▲0.1 (＋3.9) ＋0.4 ▲0.0 ▲3.3 ＋0.1 ＋0.2 ▲1.5 ＋80.1 ＋79.7 ＋0.1

22/09 ＋0.4 (＋5.3) ＋0.4 ＋0.6 ▲0.3 ＋0.8 ＋0.4 ＋1.0 ＋80.3 ＋80.0 ＋0.1

(注)ｶｯｺ内は前年比
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（図表）製造業生産（前月比寄与度）
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（図表）稼働率
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